
８　道路別発生状況

国　　　　　　　　　　道

3 34 35 202 203 204 207 208 263 264 444 498

号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号

30 39 311 32 116 55 82 95 98 83 103 34 45 69 1,162 824 882 246 3,144

構成率(%) 1.0 1.2 9.9 1.0 3.7 1.7 2.6 3.0 3.1 2.6 3.3 1.1 1.4 2.2 37.0 26.2 28.1 7.8 100.0

1 1 2 4 1 5 3 13

構成率(%) 7.7 7.7 15.4 30.8 7.7 38.5 23.1 100.0

52 49 421 47 166 65 112 134 127 104 129 54 58 102 1,568 1,065 1,057 295 4,037

構成率(%) 1.3 1.2 10.4 1.2 4.1 1.6 2.8 3.3 3.1 2.6 3.2 1.3 1.4 2.5 38.8 26.4 26.2 7.3 100.0

 ※数値は四捨五入しているため、合計の数値と内訳は必ずしも一致しない

 ※高速道路は西九州自動車道（武雄南ＩＣ～長崎県境）を含む。

 ※国道203号は厳木多久道路、国道444号は有明海沿岸道路を含む。
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発生件数（合計3,144件）
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国道における発生（1,162件）の内訳

発生件数を道路別でみると、国道が37.0％で最も多く、次いで市町道が28.1％、県道が

26.2％の順となっています。国道別では、国道34号が26.8％と最も多く、次いで国道202号が

10.0％となっています。

死者数では市町道が５人(38.5％)と最も多く、次いで国道が４人(30.8％)となっています。


